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活動概要

主な連携先
（予定を含む）

・島根大学松江キャンパス内、もしくはその周辺で2週間に1度のゴミ拾い活動
・海岸でのゴミ拾い活動（7月,8月）
・中海・宍道湖一斉清掃への参加（毎年6月）
・松江キャンパスにおける放置自転車・バイクの点検（2月・5月）
・不要服のリユース市の開催（6月）
・まつえ環境フェスティバルで海ごみアートの体験会を開催（毎年11月）
・水郷祭でのごみ拾いボランティアに参加(８月)

総務部　人事労働課　安全衛生関係　半田雅也

１４　海の豊かさを守ろう

８名

成果物の公表予定、
社会への波及効果

活動報告書

令和7年度の当委員会の活動は以下の通りである。

（不定期活動）
・4月～５月に新入生歓迎会を開催した。説明会と食事会を通し、1回生３名を新委員として迎え入れた。
・６月８日に「中海・宍道湖一斉清掃」に参加した。地元の方々と共に白潟公園付近のゴミ拾い活動を行った。
・６月９日～６月27日まで服のリユース市を開催した。島根大学生協様と共同で行い、不要服を新たな持ち主
へ譲渡した。
・7月5日に桂島にて海岸を清掃した。夏の海水浴シーズンに向け、美しい砂浜を目指してゴミ拾いを行った。
・8月4日に水郷祭後のゴミ拾いボランティアに参加した。ゴミの増えた松江市役所付近を清掃した。
・9月22日、23日に隠岐の島で合宿を行った。隠岐の島の自然に触れることで、その魅力と恩恵を体で感じ
ることができた。
・9月28日に「まつえ環境フェスティバル」に参加した。7月５日に採集したシーグラスを用いて「海ごみアート
体験会」を催し、多くの来場者の方に楽しんでいただいた。
・10月8日に松江市環境センターにて職員の方と意見交流を行った。その後、環境改善を志す企業の皆様が
集まる食事会に参加した。
・10月27日～11月14日まで服のリユース市を開催した。島根大学生協様と共同で行い、不要服を新たな持
ち主へ譲渡した。
・12月24日に川向リサイクルプラザ「くりんぴーす」の再利用に向けた意見交流を行った。施設の活用方法に
ついて、地元の方々と意見交流を行った。
・1月16日に放置自転車・バイクの車体番号の確認作業を行った。これにより、教育学部棟西側に集まってい
た放置自転車・バイクを撤去することが可能となった。
・1月20日に「SDGs概論」にて行われた「SDGsユニット中間発表会」に参加した。他ユニットと共に活動を紹
介し、理解を深めた。
・１月22日に市議会議員の方3名と意見交流を行った。若者が環境保全や政治について関心を持つにはどの
ような工夫をすべきか、また、松江市に足りないものは何かという議題について考えた。

（定期活動）
・隔週で松江キャンパス及び西川津町・学園町のゴミ拾い活動を行った。
・隔週で環境問題に関するディベート会及びゲーム企画を行った。ディベート会では「レジ袋は有料のままでよ
いか？」「森林環境税は必要か？」などの議題について話し合った。ゲーム企画では自然環境に関する内容を
クイズなどに変換して理解を深めた。
・必要に応じて会議を行った。今までの活動を振り返ったり、今後の展望を見出したりする機会となった。

「12　つくる責任つかう責任」については、放置自転車・バイクの点検をし、その撤去に繋げることで、松江
キャンパス内の景観を保ちつつ、ごみ問題の解消にも貢献している。また、不要服のリユース市を開催するこ
とで、不要服に新たな需要をもたらし、ごみ問題の解消に貢献している。「14　海の豊かさを守ろう」につい
ては、水辺のゴミ拾い活動や、拾ったごみを用いて作品を作る海ごみアート体験会を通して、水辺の環境や生
態系を守りつつ、その重要性を一般の方に伝えることに貢献している。「15　陸の豊かさも守ろう」について
は、松江キャンパス内とその周辺でのゴミ拾い活動を通して、町の景観を保ちつつ、陸地の環境保全に貢献し
ている。また、その他活動の報告をSNSを通じて公表している。

島根大学学生EMS委員会

１５　陸の豊かさも守ろう

１２　つくる責任つかう責任

委員長　村上敏規

所属人数


